
歳入歳入歳出歳出

区分 予算額 増減率
一般会計 286億3,400万円 0.7％

特別
会計

国民健康保険特
別会計 77億6,296万円 △3.6％
住宅資金貸付事
業特別会計 172万円 △ 24.4％
農業集落排水事
業特別会計 0万円 皆減
介護保険特別会
計 60億1,277万円 4.4％
後期高齢者医療
特別会計 8億7,628万円 △1.9％

公営
企業
会計

水道事業会計 26億5,692万円 7.1％
下水道事業会計 38億2,040万円 14.0％

合計 497億6,505万円 1.3％

市民税 ５万9,336円 市たばこ税 7,202円

固定資産税 ６万3,758円 軽自動車税 3,120円

都市計画税 8,670円

民生費 15万5,045円 衛生費 ２万2,467円

総務費 ４万5,100円 消防費 １万5,475円

公債費 ４万482円  農林水産業費 6,137円

教育費 ４万297円 商工費 3,188円

土木費 ３万3,298円 その他 4,473円

市民１人当たりが負担する市税
14万2,086円

市民１人当たりに使われるお金
36万5,962円

497 億 6,505 万円
( 前年度と比べ、６億 2,610 万円増）

内訳
▶一般会計 286億3,400万円
▶特別会計 146億5,373万円
▶公営企業会計 64億7,732万円

予算総額

会計別予算

※農業集落排水事業特別会計を廃止し、令和２年度から公
営企業会計へ移行し下水道事業会計に編入しました。
※公営企業会計（水道事業会計・下水道事業会計）の予
算額は、収益的支出額及び資本的支出額の合計額を記載
しています。

令和２年度

民生費民生費 
121億3,117万円

（42.4％） 

総務費	
35億2,877万円

（12.3％） 

公債費 
31億6,746万円

（11.1％）  

教育費
31億5,300万円

（11.0％） 

土木費土木費 
26億530万円

（9.1％） 

衛生費 
17億5,788万円

（6.1％） 

消防費 
12億1,081万円

（4.2 ％） 

商工費 
2億4,947万円(0.9％）  

農林水産業費
4億8,014万円（1.7 ％ ）

その他 
3億5,000万円(1.2 ％）

市税
111億1,724万円

（38.8％）

国庫支出金
45億9,749万円

（16.1％）

地方交付税
39億2,600万円

（13.7％）

県支出金
22億9,892万円

（8.0％）

市債
21億5,620万円

（7.5％）

地方消費税交付金
16億3,000万円

（5.7％）

諸収入 4 億 9,621 万円 (1.7％）

繰入金 
7億5,310万円
(2.6％）

分担金及び負担金 2 億 4,776 万円（0.9％）
地方譲与税　2 億 9,400 万円（1.0％）

使用料及び手数料 1 億 9,952 万円（0.7％）
その他　3 億 9,256 万円（1.5％）

繰越金 
5億2,500万円
(1.8％）

286億3,400万円▶一般会計予算の構成
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令和２年度

　
本
年
は
、
56
年
ぶ
り
に
、
日
本
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
市
制
施

行
15
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
流
行
が
早
期
に
終
息

す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
夢
と
希
望
、
そ
し
て
活
力

を
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
機
会
と
な

り
、
本
市
の
魅
力
や
地
域
資
源
を
再

認
識
す
る
契
機
と
な
る
よ
う
、
ま
ち

へ
の
愛
着
、
発
展
へ
の
機
運
醸
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
３

年
目
と
な
る
総
合
振
興
計
画
の
施
策

を
推
進
し
、
本
市
の
将
来
像
「
あ
な

た
と
活
か
す　
み
ん
な
で
育
む　
歴

史
と
教
育
の
ま
ち　
本
庄
」
の
実
現

に
向
け
て
、
少
子
高
齢
化
や
次
代
を

担
う
人
材
の
育
成
、
地
域
の
活
性
化

や
魅
力
発
信
の
強
化
、
環
境
、
防
災

等
の
諸
課
題
に
着
実
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。「
世
の
た
め
、
後
の
た

め
」、
現
下
の
事
態
に
し
っ
か
り
と

対
応
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
、
持
続

可
能
な
市
政
の
進
展
に
全
力
で
挑
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
　
基
本
的
考
え
方

　
我
が
国
は
、
経
済
発
展
が
進
ん
だ

一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題

が
発
生
し
て
お
り
、
経
済
発
展
と
社

会
的
課
題
の
両
方
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
市

で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力

が
多
様
性
と
し
て
社
会
の
進
展
に
活

か
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も

に
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
各
分
野

で
の
持
続
可
能
な
取
組
や
高
度
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
活
用
に
向
け
て

の
人
材
育
成
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
は
こ
の

「
挑
む
」
を
テ
ー
マ
に
行
政
経
営
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

世
界
中
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
障
害
の
有

無
を
越
え
て
、
日
本
で
自
己
の
限
界

に
「
挑
戦
」
し
ま
す
。
そ
の
姿
は
必

ず
や
私
た
ち
に
感
動
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。　

　

社
会
的
課
題
に
「
挑
み
」、
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
皆
さ

ま
か
ら
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る
ま
ち
と

な
る
よ
う
、
新
た
に
「
挑
む
」
行
政

経
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

　

政
府
に
よ
る
経
済
見
通
し
で
は
、

雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
き
、

経
済
の
好
循
環
が
進
展
す
る
中
で
、

内
需
を
中
心
と
し
た
景
気
回
復
が
見

込
ま
れ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
世

界
全
体
に
広
が
り
、
我
が
国
経
済
に

も
相
当
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
政
府
は
流
行
を
早
期
に
終
息
さ

せ
る
た
め
、
対
応
策
を
着
実
に
実
行

す
る
と
と
も
に
、
海
外
発
の
下
方
リ

ス
ク
を
乗
り
越
え
る
た
め
総
合
経
済

対
策
を
実
施
し
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
国
・
県
の
制

度
融
資
等
を
補
完
す
る
な
ど
、
で
き

る
限
り
有
効
な
経
済
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の
根

幹
を
な
す
市
税
に
お
い
て
、
個
人
市

民
税
や
固
定
資
産
税
の
伸
び
は
見
込

め
る
も
の
の
、
法
人
市
民
税
は
伸
び

悩
み
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
社

会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
、
公
共
施

設
の
維
持
補
修
経
費
を
考
慮
す
る
と
、

本
市
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
厳
し

い
も
の
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
般
の
予
算
編
成
は
、
将
来
負
担

を
可
能
な
限
り
軽
減
し
つ
つ
、「
総

合
振
興
計
画
基
本
計
画
」
や
新
た
な

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
位
置
づ
け
た
施
策
に
効
果

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
分
野
横

断
的
か
つ
優
先
的
・
重
点
的
に
取
り

組
む
「
６
つ
の
重
点
施
策
」
の
実
現

を
目
指
す
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
本
庄
市
長

施
政
方
針

本
庄
市
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